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市総合アプリ
「かのやライフ」

マチイロ
（広報誌閲覧アプリ）

令和４年７月１日現在（前月比）

・人口 ／
・男性 ／
・女性 ／

・世帯 ／
・面積 ／

７月８日にユクサおおすみ海の学校で行われた
ジャズライブでは、プロミュージシャンからの
直接指導の後、共にステージに立つ経験ができ
て忘れられない１日となりました。
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セカンド・ライフ
「生きがい」のある毎日へ

放課後は の顔の　　　別別

99,826人　（＋　38）
47,883人　（－　15）
51,943人　（＋　53）

46,351世帯　（＋　49）
448.15㎢

平成18年の１市３町の合併から始
まった「広報かのや」は、市民の皆さん
に支えられ、おかげさまで発行400号
を迎えることができました。今年４月
から４回目のリニューアルで生まれ変
わった「広報かのや」。これからも、「か
のやのまち」の旬で役立つ情報をお届け
できるよう頑張りますので、応援よろ
しくお願いいたします。

広報誌400号発行記念

SPOT LIGHT
SPOT 
LIGHT
－　スポットライト　ー

地
域
で
活
躍
する

団体
をピ
ックアッ

プ
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肝属地域
女性農業経営士会

大姶良中学校大姶良中学校
ジャズバンド部ジャズバンド部

私たち大姶良中学校ジャズバンド部は現在 14人の部員で活動を行っています。当校
には吹奏楽部がなく、代わりに県内でも唯一のジャズバンド部として、通常よく演奏さ
れる吹奏楽の曲に加えて「O

オ ン

n t
ザ

he S
サ ニ ー

unny S
サイド

ide o
オブ

f t
ザ

he S
ストリート

treet」や「S
シング

ing S
シング

ing S
シング

ing」な
どのジャズの名曲のほか、「学園天国」などポップスをジャズアレンジした曲にチャレ
ンジしています。これまで、年に２回ある「かのやばら祭り」や定期演奏会など、年間
５～６回のステージに出演してきました。音楽の良いところはみんなを元気にする前向
きなパワーがあること。今後は演奏する側だけでなく聴く側も楽しめるような演奏を心
掛けて、１人でも多くの人の心が動く演奏ができるように毎日の練習を頑張りたいです。

大姶良中学校ジャズバンド部

久
く ぼ た

保田  彩
あや ね

愛  部長

ンジした曲にチャレ
定期演奏会など、年間
んなを元気にする前向
めるような演奏を心
習を頑張りたいです。

内気でシャイな性格だけど、冷静で何
事も人一倍頑張ることができる努力家。
この８月から新部長として部員を引っ張
る。好きな曲は「グレイテストショーマン
メドレー」。休みの日は絵を描くことや読
書をするなど静かに過ごすことが好き。
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「生きがい」のある毎日へ
セカンド ライフ・

　令和４年７月時点で、市の人口に対して 65歳以上の人の割合（高齢化率）は 30.27％で
あり、超高齢社会に向けた変革期に立っています。未来に向けてはつらつとした毎日を過
ごすための「生きがい」を一緒に考えてみませんか。 問市高齢福祉課　☎0994-31-1116

松
まつもと

元 広
ひろのり

徳
さん

（66歳）

子ども達と練習する喜び
　40歳から改めて本気で取り組み始めた陸上競技。 現在

は玩具店を経営しながら、 小学生や中学生に陸上を教えて

います。 とにかく子どもが大好きで、 時には子ども達と張り

合いながら、 一緒に練習する時間が何よりも幸せです。

好きなことを続ける楽しみ
　50歳頃に「何か趣味を持ちたい」 と思い、 油絵を始めて

以降、 約30年間に渡り続けています。 継続しながら目標

を持って取り組むことで、 いきいきと毎日を過ごしています。

今は、 ひ孫たちの絵をたくさん描くためにも長生きしなけれ

ばと思います。

濱
はまもと

元 トシ子
こ さん
（82歳）
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セカンド・ライフ
「生きがい」のある毎日へ

令
和
２
年
１
月
に
実
施
さ
れ
た

令
和
元
年
の
県
の
調
査
結
果
を
比
較

す
る
と
、

※

１

※
２

地
域
か
ら
生
き
が
い
を

岩
いわきり

切 幸
こ う じ

二
さん

（73歳）

松
まつもと

元 武
た け こ

子
さん

（73歳）

寺子屋を通して地域貢献
　昔から子ども達に関わることが大好きで、 鹿屋寺子屋事

業を通して子ども達から元気をもらっています。 勉強だけで

なく、 異なる年齢の人たちの中での人との関わり方も大事に

育てていきたいです。 これまでの経験を生かして地域に貢

献したいと思います。

地域の輪を広げる活動を
　川西町内会長として、 防犯パトロールや小学生の田植え

体験、 ４月からオープンした子ども食堂など、 町内会活動

を積極的に行っています。 子どもたちとの交流はもちろん、

独居のシニアの人を対象とした交流の場をつくることで、 地

域の輪をさらに広げることが今後の目標です。
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生きる

　「生きがい」のヒントは、地域での居場所や

役割、友人や仲間とのつながりの中にあるの

かも知れません。地域とつながるお２人を紹

介します。

小
お や ま

山 一
かずのり

法 （67歳）

珈琲専門店 M
マドリッド

adrid C
カ フ ェ

afé オーナー

浄土真宗本願寺派　僧侶

）さん

まちに溶け込む

珈
コ ー ヒ ー

琲店を目指して

き
っ
か
け
で

得と
く
ど度

コ
ー
ヒ
ー
店
を

も
う
一
つ
の
場
に

「
老
い
」
を
考
え
る
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ここで、

（83歳）

日本舞踊　三
みしょうりゅう

鐘流　師範

着物着付師範

串良町文化協会副会長

live here

83歳）

踊
り
を
教
え
て
40
年

自
ら
を
奮
い
立
た
せ
て

友
と も だ

田 イチ子
こ

さん

プラス思考

毎日１歩ずつ

セカンド・ライフ
「生きがい」のある毎日へ

7｜   Vol.400



自分らしく、
生きる

目目
に
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社
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な
っ
た
と
い
う
か
、

に
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え
て
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的
に
な
っ
た
と
い
う
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、

明
る
く
な
っ
て
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の
を
感
じ
ま
し
た
。

明
る
く
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て
い
く
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を
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ま
し
た
。

ご
み
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て
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く
れ
る
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に
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洗
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れ
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に
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洗
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す
る
よ
う
に
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っ
た
り
、
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事
を
率
先
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物
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
家
事
を
率
先

し
て
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
無
口

し
て
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
無
口

だ
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父
が
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く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

だ
っ
た
父
が
よ
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
リ
ア
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シ
ョ
ン
を

ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
リ
ア
ク
シ
ョ
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を

取
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
（娘
）

取
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
（娘
）

　「自分らしく」 生きることを忘れない「自分らしく」 生きることを忘れない

人がいます。 前向きに明るく過ごす、人がいます。 前向きに明るく過ごす、

その姿勢についてＫさん家族に話を聞その姿勢についてＫさん家族に話を聞

きました。きました。

運運
転
の
得
意
だ
っ
た
夫
が

「
家
ま
で
は
ど

転
の
得
意
だ
っ
た
夫
が
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ど
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け
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に
迷
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っ
け
」
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に
迷
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こ
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け
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２
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。
今
思
え
ば
、
仕
事
中
に
骨
折
を
し

て
自
由
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
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っ
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予
感
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て
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た
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な
」
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け
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と
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入
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取
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で
取
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組
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知
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援

セ
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。
主
人
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面
目

セ
ン
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ー
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用
し
ま
し
た
。
主
人
は
真
面
目

な
性
格
で
口
数
も
少
な
く
、
家
で
も
あ
ま
り

な
性
格
で
口
数
も
少
な
く
、
家
で
も
あ
ま
り

話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
デ
イ
ケ
ア

話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
デ
イ
ケ
ア

や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
利
用
す
る
う
ち
に
人
と

や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
利
用
す
る
う
ち
に
人
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
く
る
と
、
主
人
の
様
子

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
く
る
と
、
主
人
の
様
子

が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
（妻
）

が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
（妻
）

認知症初期集中支援チーム

問市地域包括支援センター

　☎0994-45-6969
認知症初期集中支援チーム

　認知症の人やその家族に関わり、早期診断・早期対応に向けた支援体制を

構築することを目的に活動しています。

　医師をはじめとする専門職が集まり、認知症の症状に沿った対応を話し合

い、在宅での生活を支援します。

interview

家族・地域住民・民生委員　など

　本人は大丈夫って　本人は大丈夫って
　言うけど…？　言うけど…？

かかりつけ医 専門医療機関

地域包括支援センター　認知症初期集中支援チーム

①初回訪問 本人や家族の生活状況を確認

②チーム員会議　どのような支援が必要か会議

③支援の実施　介護サービスの検討 ·調整

　　　　　　　専門医療機関の受診　など

④引き継ぎ　 適切な支援体制を確保するために

支援の主体となる機関に引き継ぎ

▼認知症初期集中支援チームの支援の流れ

相談 連携

連携 連携

相談

ひとりで抱え込まないで

　私たち認知症初期集中支援チームは、認

知症と診断された又は疑いがあるとして地

域包括支援センターに相談があった人の中

で、医療・介護サービスを受けていない人

や中断している人を対象としています。私

たちは、本人だけでなく家族との関係性を

しっかりと構築することを心掛けてアプ

ローチしています。通いの場につながるこ

とで、本人や家族から「今後の生活への希

望が持てた」との声をいただきます。困り

ごとや悩みがある人は、地域包括支援セン

ターまでご相談ください。
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オレンジカフェでお話をしてみませんか？
オレンジカフェは、認知症の人やその家族、

専門職、認知症に関心のある人が気軽に集え

る場所で、新川町公民館で定期的に開催して

います。参加を希望する人は市地域包括支援

センターまでご連絡ください。そのほか、各

介護事業所で開設されるオレンジカフェにつ

いては、市高齢福祉課までご連絡ください。

o r a n g e  c a f e

年
間
、
勤
続
し
て
き
た
経
験
か
ら

「
働

き
た
い
」、
「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
て
６
月
か
ら
就
労
支
援
事

業
所
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
活
に
張

り
が
出
て
き
て
非
常
に
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
目
標
は
、
し
っ
か
り
元
気
に
働
き
続
け
る

こ
と
で
す
。
（
Ｋ
さ
ん
）

日々
の
中
で

「
こ
れ
以
上
悪
く
な
っ
た
ら
」

と
不
安
に
な
っ
た
り
、
つ
い
カ
ッ
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
周
り
の
人
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
明
る
く

考
え
る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
ま
す
。
家
族
は
夫

の
や
る
気
と
努
力
に
助
け
ら
れ
て
い
る
の
で
「
お

父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
で
す
。
（妻
）

就労支援事業所での様子。「Ｋさんは優し
くて気が利くので、いつも助かっています」
と担当者は語る

３２１
１

２ ３

支え合うＫ夫妻

ともに、生きる
　市では、 いきいきと生活を送るための各種支援を行っています。 高齢者福祉サー市では、 いきいきと生活を送るための各種支援を行っています。 高齢者福祉サー

ビスについて困ったことなどがあれば気軽にご相談ください。ビスについて困ったことなどがあれば気軽にご相談ください。

運動サロン育成事業介護予防活動支援教室事業

　介護予防、認知症予防の自主活動

に取り組むために、さまざまな運動

メニューが体験できる介護予防教室

や体操指導士の養成講座等を開催し

ています！

● 日程 年間を通して様々な会場で

実施

● 対象者　市に住民票のある 65 歳以

上の人又は介護予防活動を支援す

る人（64 歳以下）

● 参加料　無料（一部有料の教室有り）

● 応募　市高齢福祉課で申し込み

　介護予防や認知症予防の自主活動を通して人と

人とがつながり支え合う地域づくりを支援するた

めに、運動指導者を約２～３か月間派遣します！

●対象者 ５人以上の高齢者グループ

● 申請 市高齢福祉課に相談

体を動かすと、心も
元気になりますよ！

問市高齢福祉課　☎0994-31-1116

セカンド・ライフ
「生きがい」のある毎日へ
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　７月17日、下祓川町樋
ひわたし
渡橋から吾平町馬

まご め
込橋までの

肝属川流域で「第39回肝属川クリーン作戦」が開催され
ました。これは、潤いのあるきれいな肝属川を守ろうと
行っているもので、今年は３年ぶりの開催。当日は周辺
の町内会や各種団体など985人が参加し、肝属川沿いに
落ちているペットボトルなどのごみ拾いや周辺の伐採を
行い、約255kgのごみを回収しました。

ふ
る
さ
と
の
川
を

き
れ
い
に
保
つ

　７月20日、NPO法人ローズリングかのやが鹿児島県
観光連盟の「令和４年度観光事業功労者等表彰」を受賞し
たことに伴い、関係者が市役所を訪れました。同団体は、
市花であるバラを生かしたまちづくりの推進により観光
客を多く誘致するなど多方面で活躍。落

おと し
司ひとみ理事長

は「長く続けたご褒美。これからも鹿屋のまちを観光の
面で盛り上げていきたい」と受賞の喜びを語りました。

鹿
屋
市
の
観
光
発
展

へ
の
功
績
を
評
価

　７月16日、リナシティかのやで「音Y
ゆ ず り
UZURI C

クラシック
lassic

C
コ ン サ ー ト
oncert VOL.2」が行われました。大隅半島を中心に活
動する演奏家と地域住民をつなぐために結成された「音
YUZURI」が主催するコンサートの第２弾。昼と夜の部
の２部構成で、昼の部は子どもも楽しめる楽曲でプログ
ラムされており、子どもたちが体を揺らしたり手拍子を
したりして楽しむ様子が見られました。

地
元
音
楽
家
に
よ
る

心
温
ま
る
ス
テ
ー
ジ

子
ど
も
会
の
シ
ン
ボ

ル
に「
に
こ
ち
ゃ
ん
」
７月13日、市役所で鹿屋市子ども会シンボ

ルキャラクターコンテストの表彰式がありまし
た。本コンテストには市内の小中学生から405
点の応募があり、バラと魔法を使って鹿屋に笑
顔を届けるイメージで描かれた中

なかしおや
塩屋かすみさん（鹿屋東

中３年）の、「にこちゃん」が大賞を受賞。今後は子ども会
の広報や活動の場におけるシンボルとして活用されます。

杉
薫
る
木
目
美
し
い

木
製
品
を
寄
贈

　７月７日、大隅森林組合から木製品100セッ
トをいただきました。これは、地域木材に親
しんでもらうとともに、日頃の感謝の意を込めて同組合
が県と大隅地域の２市４町に用

ようせん
箋ばさみ（バインダー）と

ペン立てを贈ったもの。鹿屋市内の製材会社が加工し、
組合職員が組み立てを行った本製品の加工の様子など
は、大隅森林組合ホームページで見ることができます。

▲大賞に選ばれた
　「にこちゃん」

かのやのホットな話題をお届け！

too
NewsNews

ホットニュースホットニュース
HH

September  2022 ｜ 10



本
の
魅
力
を

全
力
で
ア
ピ
ー
ル

　７月28日、鹿屋農業高校和太鼓部と関係者が市役所を
訪れました。これは、８月に行われる「第46回全国高等
学校総合文化祭東京大会」に同部が県代表として参加す
ることに伴い行われたもの。上

かみたまり
玉利美

み お
桜部長は、「コロナ

禍で練習が思うようにできないこともあった。夏休みに
たくさん練習したので、その成果を全国の舞台で発揮で
きるように頑張りたい」と抱負を語りました。

太
鼓
の
響
き
を

全
国
の
舞
台
で

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

だ
っ
き
し
ょ
収
穫

　８月１日、かのや茶G
ギャップ
AP推進部会の工場10件が

G
グ ロ ー バ ル
LOBALG

ギャップ
.A.P認証を受けたことに伴い、関係者が市役所

を訪れました。GLOBALG.A.Pとは、安全性や環境保全な
どに配慮した持続的な生産活動を実践する企業などに与
えられる国際基準。市内の茶業振興のために認証取得に
取り組んできた同団体の池

いけだ
田三
さぶろう
郎会長は「認証を通過点と

して、今後の茶業振興につなげていきたい」と語りました。

安
全
安
心
を
消
費
者

に
ア
ピ
ー
ル

　7月30日～８月14日、リナシ
ティかのやで「恐竜らんど」が開催
されました。同展では、恐竜をテー
マに触れる化石やVR（仮想現実）
の技術を使った迫力ある映像を見
ることができ、参加者は恐竜の魅
力を体感していました。

学びや遊びがつまった
恐竜展を楽しむ

　７月25日～ 31日、県男女共同
参画週間に合わせて市役所１階市
民ホールで各種アンケートの結果
などに関するパネル展が行われま
した。また、期間中には生理用品
を配布する「チア・トイレ」が市役
所と市立図書館で開設されました。

男女共同参画社会の
実現を目指して

　８月２日～ 19日、市役所１階
市民ホールで「原爆写真及び平和
パネル展」が行われました。これ
は恒久平和実現を願って毎年実施
しているもので、訪れた人々は真
剣な表情で原爆などに関する写真
や絵などの資料を見ていました。

恒久平和を願って
パネル展示

　７月30日、市中央公民館で「第４回鹿屋市高校生ビブ
リオバトル大会」が開催されました。ビブリオバトルと
は、発表者がおすすめ本を紹介し、参加者が読みたいと
思った本に投票してチャンプ本を決める大会のこと。同
大会には市内５校から９人が参加し、チャンプ本には
出
でぐ ち
口謙

けんすけ
介さん（鹿屋高校２年）が紹介した「午前０時の忘

れ物（赤
あかがわ
川次

じろ う
郎著）」が選ばれました。

　７月31日、国立大隅青少年自然の家で落花生の収穫体
験を行いました。これは、鹿屋青年会議所主催の「おおす
みハイセンスキャンプ」の中で、菅原地域づくり協議会が
耕作放棄地を活用して企画したもの。台風接近により、屋
内であらかじめ掘り出した株から落花生を外す作業を小
中学生32人が体験。野

のぐち
口琉
りゅうせい
聖さん（寿北小４年）は「作業

は大変だったけど、塩ゆでがおいしかった」と話しました。
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株式会社 ミズホ商会

≪
私
の
仕
事

農
家
に
最
も
近
く

寄
り
添
っ
て
働
く

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ
商
会

田た
な
か中

丈た
け
ひ
ろ尋  

代
表
取
締
役

弊
社
は
農
業
機
械
の
販
売
や
修

理
を
行
う
企
業
で
、
昭
和
28
年

に
創
業
し
私
で
３
代
目
と
な
り
ま

す
。
仕
事
内
容
は
、
農
業
機
械
を

導
入
さ
れ
る
お
客
様
へ
の
作
業
能

率
の
向
上
や
コ
ス
ト
低
減
の
提

案
、
ま
た
故
障
し
た
機
械
の
迅
速

な
対
応
が
主
な
業
務
と
な
り
ま

す
。
鹿
児
島
県
は
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
、
県
の
農
業
産
出
額
は
年

間
約
５
，
０
０
０
億
円
と
全
国
２

位
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
米
だ
け
で
な
く
畜
産
や
葉

物
野
菜
な
ど
多
様
な
農
業
を
行

い
、
様
々
な
農
業
機
械
を
必
要
と

す
る
大
隅
地
域
を
商
圏
と
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
農
業
は
、
１
件
当
た
り

の
耕
作
面
積
が
以
前
よ
り
拡
大

し
、
そ
の
分
農
業
機
械
へ
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
農
業
機
械
の
ハ
イ
テ
ク
化

が
一
層
進
ん
で
お
り
、
手
作
業
の

10
倍
近
く
効
率
よ
く
薬
剤
散
布
を

行
う
ド
ロ
ー
ン
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
連

携
し
肥
料
を
散
布

す
る
自
動
操
舵
の

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
様
々
な
農
業
機

械
で
性
能
が
格
段
に
向
上
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
農
業
機
械
が
高

機
能
化
し
て
い
る
反
面
、
取
扱
い

が
煩
雑
化
し
、
し
っ
か
り
と
使
用

で
き
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
お
客
様
に
よ
り

良
い
提
案
を
す
る
た
め
に
は
、
多

く
の
知
識
と
経
験
を
身
に
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
が
盛
ん
な
大
隅
地
域
で
す

が
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
農
業

者
が
減
る
と
、
そ
れ
に
伴
い
様
々

な
形
で
地
域
の
活
力
も
下
が
り
ま

す
。
農
業
の
裾
野
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
多
く
の
農
家
の
皆
さ
ん

に
長
く
農
業
を
続
け
、
少
し
で
も

利
益
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

私
は
岩
川
営
業
所
長
と
し
て
、
農

機
具
の
販
売
や
修
理
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
は
お
客

様
の
耕
作
地
の
作
業
受
託
を
会
社
で

始
め
、
葉
物
野
菜
や
甘か

ん
し
ょ藷

を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
卒
業
後
に
入
社
し
た
の

で
す
が
、
入
社
か
ら
５
年
ほ
ど
は
営

業
に
慣
れ
ず
、
先
輩
方
の
力
を
借
り

な
け
れ
ば
販
売
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
在
は
「
あ
な
た
が
言
う
な
ら

買
お
う
」「
頼
ん
で
良
か
っ
た
」
等

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
客
様

か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

農
器
具
の
販
売
や
修
理
に
は
季
節

に
よ
り
売
り
上
げ
の
変
動
が
あ
り
ま

す
が
、
営
業
所
全
体
で
成
績
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
す
。

曽於市在住。釣りやゲーム
が趣味。他にもスイーツを
作ることが好きで、家族に
振る舞うことを楽しみとす
る２児の父。

岩川営業所長

秋
あ き た

田 拓
た く や

也 さん
（34歳／入社15年目）

やってみ
たい

仕事が見
つかる！

ま
ち
の

     
お
し
ご
と
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≪

コ
コ
に
注
目
‼

近
場
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

ス
マ
ー
ト
農
機
を
活
用
し
た

受
託
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　

農
業
機
械
の
高
機
能
化
は
、
操

作
の
煩
雑
化
だ
け
で
は
な
く
、
高

価
格
化
と
い
う
問
題
に
も
な
っ
て

お
り
、
機
械
の
導
入
を
さ
ら
に
困

難
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
農

業
を
続
け
た
い
が
、
機
械
を
導
入

で
き
な
い
」
と
い
う
お
客
様
の
要

望
を
受
け
、
今
年
か
ら
農
作
業
の

受
託
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
弊
社
の
保
有
す
る

最
新
の
ス
マ
ー
ト
農
機
を
活
用
し

て
、
弊
社
の
社
員
で
高
品
質
な
農

作
業
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
農
業
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的

で
始
め
た
事
業
で
す
が
、
思
わ
ぬ

効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は

販
売
・
修
理
を
仕
事
と
し
て
い
た

た
め
、
農
業
機
械
を
日
常
的
に
使

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に

理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
実
際
に
農
業

機
械
を
使
っ
て
作
付
け
作
業
等
を

行
う
こ
と
で
分
か
る
こ
と
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
点
を
見
直
し
て
高
品
質
な
受
託

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
現
場
を
知
っ
た
う
え
で
農
家

の
方
に
響
く
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る

よ
う
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

▲社員教育の一環として行う
　農業機械の使用

○住所　鹿屋市大手町 12-1 （本社）

○電話　0994-43-4178

○創業　昭和 28 年　　○代表者　田
た な か

中 丈
たけひろ

尋

○従業員数　37 人 （社員 ・ パート等含む）

○平均年齢　44 歳　○勤務時間　7.5 時間

○採用実績　３人 （令和３年度）

○福利厚生　各種保険 （雇用、 健康、

　 厚生年金、 労災）、 退職金共済、

通勤手当　等

株式会社 ミズホ商会

▶企業紹介
　ムービー

〒893-0014
鹿屋市寿 7-9-49
☎ 0994-45-6565
店休日　日曜日
営業時間　18:00 ～ 24:00

カノヤバル

カノヤバル

×
鹿屋警察署

68

　

家
族
や
職
場
で
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
が
「
カ
ノ
ヤ
バ
ル
」
さ
ん
で

す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
店
内
も
お
洒

落
で
雰
囲
気
が
良
く
、
料
理
も
地
元

食
材
を
使
用
し
た
イ
タ
リ
ア
ン
を
堪

能
で
き
ま
す
。

　

お
す
す
め
は
大
隅
産
の
黒
毛
和
牛

や
黒
豚
を
使
用
し
た
コ
ー
ス
料
理
。

値
段
が
高
そ
う
と
思
わ
れ
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
満
足
の
量

と
内
容
で
す
。
ま
だ
訪
れ
た
こ
と
の

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

環境にやさしいスマート農機
　GPS により進んだ距離に応じて肥
料の散布量を調整し削減できるサン
ソワーの使用など、スマート農機の
使用を推奨しています。肥料や農薬
を減らすなど、農業分野の SDGs の
達成に取り組んでいます。
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　肝属川の環境を維持・改善するため　肝属川の環境を維持・改善するため
に「藻っとる作戦」と題して毎年夏にに「藻っとる作戦」と題して毎年夏に
川をきれいにする取り組みを子どもた川をきれいにする取り組みを子どもた
ちと９年続けています。主に他の植物ちと９年続けています。主に他の植物
の光合成を阻害するオオカナダモの駆の光合成を阻害するオオカナダモの駆
除を行い、処分の方法もチップにして除を行い、処分の方法もチップにして
農畜産業で活用するなど二酸化炭素が農畜産業で活用するなど二酸化炭素が
排出されないように工夫しています。排出されないように工夫しています。

　私たちの日常生活や事業活動などで排出される

温室効果ガスが増加し続けることで、猛暑やゲリラ

豪雨など、さらなる自然災害のリスクが高まるこ

とが危惧されています。１人ひとりが二酸化炭素

の排出量削減を意識して、共に未来の環境を守り

ましょう。 問市生活環境課　☎0994-31-1115

難しく考えずに、１人ひとりが取り組める
ことから二酸化炭素の削減に努めましょう

カカカーーーボボボボンンニニニニュュューーートトラララルルルとは！？

普段の暮らし方を見直すことも普普普段段のの暮暮暮暮暮ららしし方方をを見見見直直すすすこここともも
カカカーーボボンンンンニニュューートトラララルルにににつつつななががりりまます

地元の川を大切にする気持ちを育てて地地地元元のの川川川川をを大大切切切にににすすするる気気持持持ちちをを育育ててててて
カーボンニュートラルにも貢献カカカーーボボンンンンンニニュューーートトラルルににももも貢貢貢献献

まますまます

Zero Carbon City Kanoya

私たちにもできる
カカカカカカカカ

　　　温室効果ガスの実質的な排出量がゼロと
なった状態をカーボンニュートラルといい、日本
を含む 120以上の国や地域が 2050年までのカー
ボンニュートラル実現を目指しています。本市も
今年２月に「ゼロカーボンシティかのや」宣言を
行いました。

九州電力㈱鹿屋営業所

法人営業グループ長

畑
はたなか

中 正
ただし

さん

鹿屋市と連携して脱炭素社会の実現を鹿鹿鹿屋屋市市とととと連連携携しししてて脱脱炭炭炭素素社社社会会会のの実実現現現現をを

◀ ６月３日に本
市と九州電力
㈱鹿児島支店
が連携協定を
締結

1212北田商店街で取り組むグリーンカーテンや太陽光パネル
3 3 北田町から笠之原周辺までは自転車で現場に向かう井之上
さん。日頃から脱炭素につながる行動を実践

11

2233

　脱炭素社会の実現に向け
た取り組みは、弊社の使命
であることから「オール電
化住宅の推進」などに挑戦
しているところです。今
後も九電グループの技術・
ノウハウを活用しながら、
鹿屋市におけるカーボン
ニュートラルの加速化に貢
献してまいります。

本

ero CCarbonn CCiityy KK

鹿児島県電機商業組合　

鹿屋支部長

井
い の う え

之上 宏
ひろゆき

幸 さん

FM かのや カワイイ p
プロジェクト

roject ♪

「藻
も

っとる作戦！」

中
なかむら

村 なおみ さん

　鹿屋市でも平均気温が 35℃以上
となる猛暑日の割合が近年増えてい
ます。最近のエアコンは部屋の広さ
に対して大きい畳数タイプのものを
「除湿運転」で使うと省エネに効果
的です。冷蔵庫も大容量で省エネタ
イプが増えており、冷蔵・冷凍共に
５～７割程度の収納が最も省エネに
効果的だと言われています。身近な
電化製品の選び方・使い方の見直し
もカーボンニュートラルにつながる
のではないでしょうか。
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市
で
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
各
地
域
で
行
わ
れ
る
防

災
活
動
の
指
導
や
支
援
を
行
う
「
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
ほ
か
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
防
災
活
動
を
支
援
す

る
「
地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
」
も
同

時
に
募
集
し
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
や
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市

が
行
う
養
成
講
座
を
受
講
す
る
こ
と

に
よ
り
任
命
さ
れ
、
防
災
に
関
心
や

興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
な

れ
ま
す
。
任
命
後
は
、
防
災
士
や
県

地
域
防
災
推
進
員
の
資
格
の
取
得
の

支
援
も
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
自
分
た
ち

で
守
る
地
域
づ
く
り
に
取
リ
組
む

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

自
主
防
災
組
織
の
防
災
活
動
を

支
援
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
募
集

地域防災リーダー地域防災リーダー
として活動してみませんかとして活動してみませんか

自分の住むエリアを守るリーダーを育てる

川東地区は、冠水や崖崩れなど、危
険箇所が多いエリアであり、地域で行
う訓練は、避難・応急・誘導など災害
に関する訓練を総合的に行うようにし
ています。各地域をまとめるリーダー
が次の後継者を作ることで、切れ目の
ない防災活動が行えるのではないで
しょうか。

▲ 吉松さん手作りの研
修資料は、迫力ある
イラストで分かりや
すくまとめてある

▲ 視察研修では、地域
の危険箇所を住民と
共に確認する

▲市ホームページ

鹿屋市地域防災リーダー

防災意識を次世代につなげ
自分たちで地域を守る仕組みを

川東町防災会

吉
よしまつ

松幹
みき お

男さん

〈地域防災リーダーモデル〉

近年、全国各地で地震、台風、豪雨などの自然災害が多発
しており、地域防災力の向上が不可欠となっています。地域
防災の要は、自分自身で身を守る「自助」、地域や近隣住民が
互いに協力して助け合う「共助」です。
みんなで、地域で助け合う仕組みを作りましょう。

問問 市安全安心課　☎0994-31-1124

自主防災組織が実施する防災
訓練等で指導や支援を行う人

鹿屋市地域防災サポーター
自主防災組織で防災訓練等が
実施される際にリーダーと協
力して支援を行う人

災害の前兆や災害発生箇所等に関する市
への情報提供等も行います。

小中学生など世代を問わず
募集します。

災害に対する意識を

高めましょう！！

地域防災に取り組むリーダーを目指しませんか

▲申請フォーム

受講修了者全員に
防災

グッズを配布しま
すよ！受講修了

グッズを配布しま
すよ！〈鹿屋市地域防災リーダー養成講座・鹿屋市地域防災サポーター育成講座〉

●日時　10月２日（日）
໐防災リーダー＝9:30 ～ 16:30　໐防災サポーター＝9:30 ～ 12:30
●場所　リナシティかのや３階ホール　●定員　200人程度　●受講料　無料
●申込　市安全安心課及び各総合支所住民サービス課まで申込書を提出、
又は申請フォームより申込　※申込書は市ホームページ又は上記担当課及び各総合支所に有り

問問市安全安心課　☎0994-31-1124　℻  0994-43-2001　E-mail　bousai@city.kanoya.lg.jp
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本
名

池
崎
慧
さん

さ
と
るり

魅
力
的
に
発
信
す
る
た
め
の

「
Ｋか

の

イ

エ

ェ

ェ

ェ

ー

イ

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ａ
ｈ
！
Ｃシ

テ

ィ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
。
新
Ｗ
Ｅ
Ｂ

動
画
を
８
月
10
日
か
ら
公
開
し
て
い

ま
す
。
全
６
本
の
動
画
は
総
勢
42
人

の
市
民
や
市
長
、
市
職
員
が
本
市
の

魅
力
を
超
絶
怒
涛
で
全
力
発
信
す
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
池
崎
氏
も
直

接
演
技
を
指
導
。
第
６
話
で
熱
唱
し

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
式
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
は
、
特
設
サ
イ
ト
か
ら

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
動
画
内
で
池

崎
氏
が
着
用
し
て
い
る
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｙ
ｅ
ａ
ｈ
！
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
Ｔ
シ
ャ

ツ
が
市
内
で
購
入
で
き
る
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
取
り
揃
え

て
い
ま
す
。

「
鹿
屋
に
は
全
国
に
知
ら
れ
て
い
な

い
『
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
』
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
語
る
池
崎
氏
。

動
画
は
す
べ
て
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
視
聴
で
き
る
ほ
か
、
メ
イ
キ
ン
グ

や
市
内
を
突
撃
訪
問
し
た
特
別
映
像

な
ど
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

鹿
屋
を
愛
し
鹿
屋
に
愛
さ
れ
た
男
の

全
力
Ｐ
Ｒ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

鹿
屋
市
は
「
か
の
や
ば
ら
大
使
」

と
し
て
活
動
し
て
い
る
本
市
出
身
芸

人
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
池
崎(
池
崎
慧
)

氏
を
昨
年
Ｗウ

ェ

ブ

Ｅ
Ｂ
動
画
に
起
用
し
、

多
く
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
本
市
で
は
初
と
な
る
「
鹿
屋
市

ク
リ
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
池
崎
慧
」と
し
て
起
用
し
、

魅
力
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

鹿
屋
市
ク
リ
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
池
崎
氏

総
指
揮
の
も
と
、
本
市
の
魅
力
で

あ
る
豊
か
な
食
や
住
環
境
を
よ

鹿
屋
市
の
魅
力
発
信
に

鹿
屋
市
の
魅
力
発
信
に

池
崎
氏
を
起
用

池
崎
氏
を
起
用

８
月
８
月
1010
日
か
ら
全
６
本
の

日
か
ら
全
６
本
の

新
Ｗ
Ｅ
Ｂ
動
画
を
公
開

新
Ｗ
Ｅ
Ｂ
動
画
を
公
開

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
池
崎

本
名
：
池
崎
慧

生
年
月
日
：
昭
和
56
年
10
月
９
日

特
技
：
一
発
ギ
ャ
グ
、
ボ
ー
ト
、
卓
球

出
身
校
：
鹿
屋
中
学
校
、
鹿
屋
高
校

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ぜ
ひ
特
設
サ
イ
ト
に

ぜ
ひ
特
設
サ
イ
ト
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い

新ＷＥＢ動画は全６話
公開期間は令和４年８月10日～令和５年３月31日

①
鹿
屋
市
ク
リ
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
テ
ィ
ブ　

　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
池
崎
慧
、
就
任
。

②
ま
ず
は
市
長
か
ら
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
を
。

③
鰻
に
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
を
。

④
和
牛
に
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
を
。

⑤
仕
事
に
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
を
。

⑥
こ
の
街
の
す
べ
て
に
イ
エ
ェ
ェ
ェ
ー
イ
を
。

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

▼特設サイトはコチラ▼

鹿屋市観光物産総合センター

（西原３丁目）で販売。色は

２種類で、各 1,700 円（税込）

「KANOYeah!CITY」
Ｔ シ ャ ツ 発 売 中
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谷
たにやま

山 遠
と わ

和 さん
（畜産科１年） 水

みずぐち

口 魁
かい と

人 さん
（畜産科２年）

　先輩！全共などの大会に向けて、

どのような牛の世話や練習をしてい

るんですか？

Q

　牛がきれいな姿勢で立つように、長縄

調教の練習をしているんだ。種牛の部は

牛の見た目を競うから、きれいな牛にな

るように引き運動やブラッシング、体洗

いなどを夏休みでも毎日しているよ。

A

　今年 10月に鹿児島県で開催される全国和
牛能力共進会に向けた全共短期連載。第２
弾は市や農業協同組合などが全共に向けて
行った取り組みなどを紹介します。

カウントダウン電光掲示板を
肝属地区中央家畜市場に設置

3
23

鹿児島全共応援ソング
「翔

はばた

け！きもつき黒牛甚句」作成
4
29

和牛日本一祈願
折り鶴５万羽大作戦

7
22

全共肝属地区
２次予選会

7
29

全共曽於地区
２次予選会

8
10

カウントダウンパネルを
市役所に設置

7
21

10
6 10 　種牛の部は霧島市牧園町、肉牛の部は南九州市知

覧町で開催されます。種牛の部の会場では審査会場

のほかに、参加道府県の特産物の PR ブースや畜産

物バーベキューエリアが設けられ、来場者が楽しめ

る会場となっています。ぜひ県代表を応援に会場ま

で足をお運びください！

第12回
全国和牛能力共進会
鹿児島大会

鹿児島黒牛連覇
応援キャンペーン告知

6
27

賛同店で抽選券を配布し、500 人に１万円分の
鹿児島黒牛が当たるキャンペーン。（現在は終了）

※鹿屋農高は全共鹿児島県最終予選へ「あきこ号」の出場が決定しました。

市役所本庁に
全共 PR懸垂幕の掲揚

3.12
28

全共曽於地区
１次予選会

5
9

全共肝属地区
１次予選会

5
16

市内小中学校の
給食に鹿児島黒
牛を提供

6
28･29

農林水産大臣賞受賞の
市内畜産農家 藥

やく し
師 成

なりひと
人さんと

市長との新春対談を広報かのやに掲載

3.12
27

今今今年年年
牛能牛能牛 力力
弾は弾は市市市
行っ行っっっったた

農林農 水産水産大臣臣賞受賞受賞の賞の

全共鹿児島県
最終予選会

8
28･29

鹿屋市からは種牛の部に 24頭、
肉牛の部に 12頭、合計 36頭が
県最終予選に出場

1717｜｜   Vol.400  Vol.400



※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

「ふるさと納税返礼品新規取扱
事業者相談会」の参加者

●日時　９月16日（金）　13:00 ～ 17:00
●場所　市役所別館第１会議室
●対象者　市内に本社又は営業所等がある事業者
●定員　８事業者　※応募者多数の場合は抽選
●参加料　無料
● 応募　９月 10 日（土）
までに専用フォームか
ら応募

問市ふるさと PR課　☎ 0994-45-6950

▲専用フォーム

「第22回ツール・ド・おおすみ
サイクリング大会」の参加者

●期日　10月 16日（日）　※受付は6:30 ～ 7:45
●コース・定員・参加料

●場所　平和公園（スタート＆フィニッシュ）
● 対象者　各コースに設けられた制限時間内に完走で
きる走力を有する小学生以上の人
※小学生はエンジョイコースのみ参加可
※大会規則・交通マナーを遵守すること
※18歳未満は保護者の承諾が必要
※小・中学生は成人引率者の伴走が必要
　（伴走者も別途申込が必要）
● 応募　９月 23 日（金・祝）まで
に応募専用電話（☎ 0570-039-
846）に連絡又は専用ホームペー
ジから申し込み

問ツール・ド・おおすみ実行委員会　☎0994-41-5265

コース 定員
（先着順） 参加料

ロングコース（約108㎞） 400人 一般＝ 7,000 円
中学生＝ 3,500 円

ミドルコース（約 50㎞） 300人 一般＝ 5,000 円
中学生＝ 2,500 円

エンジョイコース（約33㎞） 100人 一般＝ 4,000 円
小中学生＝2,000円

▲専用ホームページ

９月 イベント情報イベント情報
９月   ３日（土）
住宅防火防災消防フェスタ（吾平振興会館）
９月   ３日（土）・４日（日）
 第 55回日本女子ソフトボールリーグ第３節
鹿児島大会（平和公園野球場）

９月   ５日（月）～ 13 日（火）
世界アルツハイマー月間認知症パネル巡回展示
in 市役所（市役所１階市民ホール）
９月 21 日（水）
出張オレンジのまど（市役所１階市民ホール）
９月 2２日（木）
オレンジカフェ㏌市役所（市役所１階市民ホール）
９月 23 日（金・祝）
川東町八月口説き踊り（川東町公民館）
光同寺鉦踊り（鹿

かぬき

貫池　ほか）
王子町鉦踊り（和田井

いぜき

堰公園）

９月23日（金・祝）～25日（日）
 令和４年度九州大学秋季バレーボール女子一部リー
グ戦（市体育館）

９月   １日（木）～
 秋のえっがね祭り 2022
（肝付町）

大隅大隅のイベントのイベント

申請・募集 お知らせ 講座 催し物
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※ 郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

第８回図書館を使った
調べる学習コンクール

問市立図書館　☎0994-43-9380

不思議だと思うことを図書館や学校図書室の本を使っ
て調べ、まとめた成果を提出するコンクール
●対象者　市内に在住又は在学している小学生
●テーマ　自由
● 応募　９月 30日（金）までに小学校を通して応募又
は市立図書館に提出
※   B4 サイズ、50ページ以内
で提出

※ 入賞作品は複製が市立図書
館に保存されます。

第26回図書館エッセイ
コンテスト

問市立図書館　☎0994-43-9380
　〒 893-0007 鹿屋市北田町11107

●テーマ　次のうちどちらかを選択
○自由題部門 ○親と子の20分間読書部門
●作品規格 ○小学１～３年生＝1,000 字
○小学４～６年生＝1,200 字　○中学生＝1,600 字
○高校生以上・一般＝2,000 字（パソコン入力可）
● 応募資格　市内に在住・在学・在勤している人又は
市出身者

● 応募　９月 30日（金）までに小学生～高校生は各学
校を通じて応募、一般は作品に住所・氏名・ふりがな・
電話番号を明記して提出又は郵送
※入賞作品は文集「かのや文芸」に掲載予定

鹿屋・大隅地区障害者
就職面談会

問ハローワークかのや　☎0994-38-7086

●日時　９月29日（木）　13:00 ～
●場所　ホテルさつき苑（西原１丁目）
●対象者　就職を希望する障がい者
※事前にハローワークかのやで求職登録が必要
●必要な物 ○写真を貼った履歴書
○障がいの程度を確認できるもの（障害者手帳など）
○ハローワークかのやに有る応募票
●応募　事前にハローワークかのやに連絡
※ 令和５年３月高校卒業予定者については、正式応募
前の「面接会」となり、正式応募は令和５年１月以
降となります。

ウォーキングアプリ
企業対抗戦の参加者

問市保健相談センター　☎0994-41-2110

各職場でエントリーし企業間で歩数を競うイベント
●使用するアプリ　スポーツタウンW

ウ ォ ー カ ー

ALKER
●実施期間　11月７日（月）～ 20日（日）
● 対象者　市内に住所を有する事業所に勤務し、市内
在住の人
※ 参加単位は事業者ごとで、各事業所５人以上の登録
が必要

● 表彰等　上位入賞者等には総額 35万円の賞金有り
● 事業所エントリー期間　９月１日（木）～ 10月７日
（金）までにアプリから申し込み
※従業員の登録は 10月 24日（月）から

立地適正化計画に基づく
届出制度が始まります

　10月１日（土）から、都市再生特別措置法に基づき、
次の開発や建築を行う場合には着手の 30日前までに市
役所への届け出が必要になります。
※ 開発行為や建築行為等の制限内容が変更されるもの
ではなく、これまでどおりの手続き及び審査により
建物の建築等は行えます。

○ 居住誘導区域外における一定規模以上の住宅に関わ
る開発行為及び建築等行為
○ 都市機能誘導区域外における誘導施設の開発行為及
び建築等行為
○都市機能誘導区域内における誘導施設の休廃止

問市都市政策課　☎0994-31-1130

「2022かのや特産品
コンクール」の参加者

●日時　11月４日（金）　10:00 ～ 16:00
●場所　かのやグランドホテル（共栄町）
●対象者　鹿屋市内の事業者
※ 出品する商品は鹿屋の素材を
使用するなど、その他条件有り
●参加料　無料
● 応募　９月 30日（金）までに
応募票を提出
※ 応募票は鹿屋市観光協会ホーム
ページに掲載

問鹿屋市観光協会　☎0994-41-7010
　〒 893-0064 鹿屋市西原3丁目 11-1
　bussan@kanoyashi-kankokyokai.jp

nformationnformation
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※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

ひとりで悩まず、家族だけで
抱え込まず、相談してください

　９月 10日（土）～ 16日（金）の１週間は「自殺予
防週間」です。あなたを支える相談窓口が多数ありま
すので、ご相談ください。
●こころの健康相談統一ダイヤル
☎0570-064-556（全国統一）

※電話を掛けた所在地の公的な相談機関につながります。
●よりそいホットライン（無料）
　☎0120-279-338（24時間対応）
※ 一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者に対す
る総合的な相談も受け付けています。

● SNS相談案内
L
ラ イ ン

INE・チャットで相談ができます。

●支援情報検索サイト
電話、メール、SNSなど様々な方法
　の相談窓口を紹介しています。

●こころの体温計
インターネットで無料のストレス
　チェックができます。
※使用料は無料、別途通信料が発生

●毎月20日は「こころの健康相談日」です
○受付時間＝9:30 ～ 11:30、13:00 ～ 14:30
○相談場所＝市保健相談センター
※  20 日が休日（土・日曜日、祝日）の場合は休日明け
の平日

※相談は予約制

問市保健相談センター　☎0994-41-2110

市税等の滞納者に対する
納税催告・相談を行います

　市では、市税等の滞納者に対する催告書を９月７日
（水）に発送します。催告書を受け取った人は、次の期
間に市収納管理課へお越しください。また、電話、訪問、
文書、携帯電話へのショートメッセージなどによる納
税催告を、官民連携で行っています。
　なお、相談等無しに滞納を続けた場合は、法律に基
づいて財産の差押えを執行します。
●期間　９月９日（金）～16日（金）　8:30 ～ 19:00
※９月 10日（土）・11日（日）は 17:00 まで
●必要なもの　催告書

問市収納管理課　☎0994-31-1155

屋外広告物の設置には
許可が必要です

●屋外広告物を設置する場合、次の点にご注意ください
○屋外広告物に「許可証」を貼ること
○ 許可期間（３年間）後も引き続き掲出
する場合は、更新手続きが必要
○設置の際は土地所有者の許可を得ること
○点検・補修・補強等を実施し事故防止に努めること
○禁止された場所（電柱や標識等）には設置しないこと
○事前に市都市政策課へ相談すること
※県内で屋外広告業を営む場合は、県への登録が必要
※屋外広告物を撤去した場合、除却届の提出が必要

問市都市政策課　☎0994-31-1130

▲厚生労働省
　SNS相談案内

▲支援情報
　検索サイト

▲こころの
　体温計

健康を意識した生活習慣を
心掛けましょう

　市では健康づくり条例により、９月を「市民健康づ
くり月間」とし、厚生労働省では「健康増進普及月間」
と定めています。スローガンは「１に運動、２に食事、
しっかり禁煙、最後にクスリ」。
　この機会に日頃の生活習慣を見直して、栄養・運動・
休養のバランスの取れた
気持ちの良い生活習慣を
心掛けましょう。

問市保健相談センター　☎0994-41-2110

暮らしの便利帳に広告を
掲載しませんか

　市役所での手続きや暮らしに役立つ情報を分かりや
すくまとめた「鹿屋市暮らしの便利帳」を、㈱サイネッ
クスと官民協働事業として令和５年３月頃に配布する
予定です。
　発行に要する経費はすべて広告収
入でまかなわれます。広告を募集す
るために市内の事業所などを訪問し
ますので、ご協力をお願いします。
●広告掲載の申込先
　㈱サイネックス
　☎099-253-6398

問市民課　☎0994-31-1114
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※ 郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

世界について考えよう第13弾
「マレーシアとのオンライン交流」

●日時　９月23日（金・祝）　10:30 ～ 12:30
●場所　東地区学習センター学習室１
●対象者　小学４年生～中学生
●定員　15人　※先着順
※オンライン参加も可能
●参加料　100円
※オンライン参加者は不要
● 応募　９月 10 日（土）ま
でに応募

問NPO法人マザリープロジェクト
　☎090-5020-8026（和田）
　aiueosumi.japanese.class@gmail.com

鹿屋看護専門学校
「第15回白

は く ら ん

爛祭・オープンキャンパス」
エンジョイ☆ナース、喫茶、公開講座、バザー、健康
第一（身体計測等）、オープンキャンパス
●日時　10月１日（土）　10:00 ～ 15:00
※ オープンキャンパスは 10:00 ～ 12:00 で実施（要
申込）
●場所　鹿屋看護専門学校
※ オープンキャンパスに参加す
る場合は、９月 20 日（火）
までに申込書を FAX又は提出
※ 申込書は鹿屋看護専門学校又
は市ホームページに有り

問鹿屋看護専門学校　☎0994-44-6360　℻  0994-44-6300
　〒 893-0064 鹿屋市西原３丁目7-40

はじめてのL
ラ イ ン

INE・マイナンバー
カード教室

LINE の利用方法やマイナンバーカード取得の
メリットについて学べる講座
●日時・場所

●講師　NTTドコモ　●定員　各８人　※先着順
●参加料　無料　●応募　各開催日７日前までに連絡

問市デジタル推進課　☎0994-31-1135

期日 時間 場所

9/16（金）
9:30 ～ 11:45 コミュニティセンター吾平振興会館
14:00 ～ 16:15 輝北コミュニティセンター

9/27（火）
9:30 ～ 11:45 リナシティかのや２階情報研

修室14:00 ～ 16:15
9/28（水） 9:30 ～ 11:45 串良ふれあいセンター

2022かのや・きもつき
創業応援塾

● 期日 ９月16日（金）、20日（火）、10月７日（金）、
11日（火）、14日（金）、18日（火）、22日（土）

●時間 15:00 ～ 18:00 又は 19:00
※ 10/22 は 13:00 ～ 18:00
●場所 かのや市商工会吾平支所
● 対象者 肝属地区（２市４町）で創業予定の人又は
創業後間もない人　※全日程の参加を推奨

●定員 20人　※先着順　●受講料 無料
● 申込 ９月 14日（水）までに申込書を提出又はかの
や市商工会ホームページから申し込み
※申込書等はかのや市商工会又は商工会ホームページに有り

問かのや市商工会吾平支所
　☎0994-58-6020　℻  0994-58-6649

「スポーツ振興くじ助成金」を活用して
トレーニングマシンを購入しました

　市ではスポーツ振興くじ助成金を活用して、串良平
和アリーナにトレーニングマシンを購入しました。
　これは日本スポーツ振興センターが、国のスポーツ
振興計画に基づくスポーツ振興政策の一環として、ス
ポーツの国際競技力向上、地域におけるスポーツ環境
の整備充実など、スポーツの普及・振興を図るために
行っているものです。

問市民スポーツ課　☎0994-31-1139

オクトーバー・ラン＆ウォーク
2022

全国 30万人の参加が見込まれる、ランニングの距離や
ウォーキングの歩数をスマートフォン上で競うスポーツ
イベント
●開催期間　10月１日（土）～ 31日（月）
●参加料　無料
● 参加方法　ランニングの部はアプリ「T

タ ッ タ

ATTA」、ウォー
キングの部はアプリ「スポーツタウンW

ウ ォ ー カ ー

ALKER」か
ら申し込み

問市民スポーツ課　☎0994-31-1139

▲「TATTA」▲「スポーツタウンWALKER」

▲

トレーニングマシン
　（レッグプレス＆カーフレイズ）
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中世の所領争い

高隈中学校

金
か ね だ

田 隼
は や と

人 さん （２年生）

school

年生）

保健体育部副部長を務め、 部長と

校内の体育部門をまとめる。 体育

祭での応援団員や駅伝メンバーにも

選ばれるなど、 一生懸命な姿に周

りの人から頼られている。

小
学
２
年
生
か
ら
続
け
て
い
る

空
手
と
、
中
学
生
に
な
っ
て

か
ら
始
め
た
剣
道
。
２
つ
の
武
道
を
両

立
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま

し
た
。
大
会
日
程
の
調
整
だ
け
で
な

く
、
身
体
の
動
か
し
方
や
足
の
運
び
方

な
ど
、
同
じ
武
道
で
も
大
き
な
違
い
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
空
手
は
中
学
生
ま

で
は
架
空
の
相
手
を
す
る
型
が
中
心
で

あ
る
の
に
対
し
、
剣
道
は
常
に
相
手
と

戦
い
競
い
合
い
ま
す
。
そ
の
違
い
に
２

つ
の
武
道
を
習
う
面
白
さ
が
あ
り
ま
す

し
、
剣
道
を
す
る
こ
と
で
闘
争
心
や
競

い
合
う
気
持
ち
が
以
前
よ
り
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
の
目
標
は
、
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ま
で
入
賞
の
経
験
は
あ

り
ま
す
が
、
優
勝
し
た
こ
と
は
な
い
の

で
、
一
番
を
目
指
し
て
努
力
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
今
後
も
２
つ
の
武
道
を
続

け
、
高
校
生
か
ら
始
ま
る
空
手
の
組
手

に
も
闘
争
心
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ

う
頑
張
り
た
い
で
す
。

after

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
も
い
よ
い
よ
佳
境
。
当
時
の

政
権
争
い
が
大
隅
半
島
に
及
ぼ
し
た

影
響
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
平
安

末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
と
政
権
が
移

り
変
わ
る
と
き
に
、
痛
手
を
受
け
た

の
が
大
隅
・
薩
摩
・
日
向
の
三
州
に

大
勢
力
を
築
い
て
い
た
肝
付
氏
一
族

で
す
。
肝
付
氏
は
、
そ
の
祖
と
な
る

兼か
ね
と
し俊

の
父
兼か

ね
さ
だ貞

が
、
都
城
を
中
心
と

す
る
広
大
な
原
野
を
開
墾
し
荘
園
主

と
な
っ
た
平

た
い
ら
の

季す
え
も
と基

の
娘
と
結
婚
し
、

後
に
そ
の
所
領「
島
津
荘
」
を
譲
り

受
け
ま
す
。
三
州
の
荘
園
主
と
な
っ

た
肝
付
氏
は
藤
原
摂
関
家
や
平
氏
を

後
ろ
盾
に
、
一
門
で
領
地
を
固
め
繁

栄
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
平
家
を
滅
ぼ
し
た
源

み
な
も
と
の

頼よ
り
と
も朝

に
よ
り
、
所
領
で
あ
る
島
津
荘
は
没

収
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
一
部
の
所
領

だ
け
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
頼

朝
は
守
護
・
地
頭
と
し
て
全
国
に
御

家
人
を
配
置
。
島
津
荘
は
鎌
倉
幕
府

の
有
力
御
家
人
で
あ
っ
た
惟

こ
れ
む
ね
の宗

忠た
だ
ひ
さ久

が
守
護
と
し
て
治
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
忠
久
は
、
の
ち
に
島
津
氏
を

名
乗
り
島
津
氏
の
祖
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
後
将
軍
源
頼よ

り
い
え家

の
外が

い
せ
き戚

と

し
て
権
勢
を
握
っ
た
比ひ

き企
能よ

し
か
ず員

と

北ほ
う
じ
ょ
う条

時と
き
ま
さ政

が
争
っ
た「
比
企
能
員
の

乱
」
に
よ
り
失
脚
し
、
忠
久
は
大
隅

の
地
で
の
全
て
の
職
を
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
大
隅
国
の

守
護
は
、
北
条
氏
、
名な

ご
え越

氏
へ
と
切

り
替
わ
り
ま
し
た
。
一
方
、
肝
付
氏

は
、
五
代
兼か

ね
い
し石

、
六
代
兼か

ね
ふ
じ藤

の
頃
か

ら
名
越
流
北
条
氏
と
の
土
地
支
配
を

め
ぐ
る
争
い
が
激
化
し
、
受
難
の
時

代
が
続
き
ま
す
。

肝付兼藤の
納骨宝塔

大塚山公園

串良ふれあい
センター

67

▲ 名越氏との争いで殺害された六

代当主の兼藤。この納骨宝塔が

鎌倉後期のものであること等か

ら兼藤のものと考えられている。

タイム トラベルタイム トラベル
～温故写新～

昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！

誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は

の顔別別
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イ ン ス タ グ ラ ムイ ン ス タ グ ラ ム

nstagramnstagram

【右】大会では、同じ豆・道具を使い、15分以内に150mlのコーヒーを３人の審査

員に提出。素材となる豆の良さを最大限に引き出すことが評価の分かれ目。

【左】 最近ではコーヒーよりも美味しいと評判のチーズケーキと、自家焙
ばいせん

煎の

コーヒーを使用した相性抜群のカフェラテ。

【営業時間】11:00～17:00　【定休日】木曜日　【電話】0994-35-1115

2017 J
ジ ャ パ ン

APANA
エ ア ロ プ レ ス

EROPRESS
C
チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ

HAMPIONSHIP 準優勝

安
や す だ

田 雄
ゆ う だ い

大
高
校
を
卒
業
後
、
プ
ロ
の
ヘ
ア
メ
イ

ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
し
、
東
京
で

美
容
師
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。
し
か

し
営
業
の
仕
事
が
厳
し
く
、
す
ぐ
に
辞

め
て
し
ま
い
地
元
の
鹿
児
島
市
に
帰

郷
。
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
時
に
コ
ー
ヒ
ー
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
元
々
コ
ー
ヒ
ー
は
苦
い
飲
み

物
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
お
ら
ず
、
カ

フ
ェ
で
提
供
さ
れ
る
ラ
ン
チ
後
の
コ
ー

ヒ
ー
も
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
「
本
当
に
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
は

何
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
当
時
バ
リ
ス
タ
の
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
勤
め
て
い
た
霧
島

市
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
で
コ
ー

ヒ
ー
を
注
文
。
そ
の
苦
み
が
な
く
甘
い
、

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
味
に
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
店
で
働
き
た
い
と
お
願
い

し
た
の
で
す
が
、
女
性
し
か
募
集
し
て

お
ら
ず
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
き
れ
な

か
っ
た
私
は
、
１
年
間
通
い
つ
め
て
よ

う
や
く
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
４
年
近
く
豆
売
り
な
ど
の

業
務
を
し
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
が
出
来

上
が
る
ま
で
の
工
程
や
味
の
評
価
の
仕

方
、
ま
た
、
中
南
米
に
買
い
付
け
に
行

く
ス
タ
ッ
フ
か
ら
現
地
の
情
報
収
集
を

す
る
な
ど
必
死
に
勉
強
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
縁
あ
っ
て
鹿
屋
市
内
の
店
舗

に
カ
フ
ェ
部
門
を
立
ち
上
げ
、
市
内
に

住
む
こ
と
に
。
オ
ー
プ
ン
後
は
、
初
め

て
一
人
で
運
営
を
行
う
こ
と
で
自
分
の

提
供
す
る
コ
ー
ヒ
ー
が
本
当
に
美お

い味
し

い
も
の
な
の
か
疑
問
に
思
い
、
し
っ
か

り
と
し
た
評
価
を
求
め
て
、
２
０
１
７

年
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
に

出
場
。
準
優
勝
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
確
認
で
き
、
ほ
っ

と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
コ
ー
ヒ
ー
に
対
す
る
自
分
の

意
識
に
も
変
化
が
あ
り
、
特
別
な
一
杯

よ
り
も
、
毎
朝
・
日
常
な
ど
普
段
使
い

の
コ
ー
ヒ
ー
が
少
し
で
も
美
味
し
く
飲

め
る
よ
う
販
売
・
提
供
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
街
に
必
要
と
さ

れ
る
カ
フ
ェ
を
目
指
し
て
今
後
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

鹿児島市出身で、鹿屋市に移

り住んで７年目を迎える。現

在は、札元１丁目の寿スポー

ツ店跡でカフェ『Ｓ
ソ ヤ ロ

ＯＹＡＲＯ』

を営業中。１階で販売し、２

階はランチなど飲食を楽しめ

るカフェ。趣味は、学生時代

から興味のあるファッション

関係で、今でもネットで購入

するほど洋服が大好き。

A bridge of dreamA bridge of dream

かけ橋のかけ橋のののの
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　読者の皆様からいただいたお
便りの中から、ご意見や情報な
どを紹介します。

M a i l

読
者
の
ひ
ろ
ば

横山村の庄兵衛夫婦は孝子として、傳
太郎は篤行者として有名でした。この
度、その墓への案内石碑が移設され、
田の神様とカカシも飾られています。

横山町の案内石碑

特
集
「
子
育
て
ひ
と
つ
な
が
り
」
で
、

や
は
り
一
番
思
う
こ
と
は
、
子
育

て
は
「
親
」「
地
域
」「
学
校
」
の
連
携
で
成

り
立
つ
と
、
心
か
ら
そ
う
思
い
ま
す
。
鹿

屋
市
は
、子
育
て
支
援
施
設
の
充
実
、フ
ァ

ミ
サ
ポ
制
度
の
充
実
が
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
子
育
て
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
何
か
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
考

え
ま
す
。(
Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
・
女
性
)

　

時
代
の
流
れ
や
便
利
グ
ッ
ズ
の
開
発
な

ど
に
よ
り
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
考
え
方

も
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
育
て
に
お
い
て
変
わ
ら
ず
に

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
を
中
心
と
し

た
様
々
な
つ
な
が
り
に
よ
り
、
愛
を
持
っ

て
育
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
家
族
や
学
校

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
で
の
連
携
も

非
常
に
重
要
で
す
。
子
育
て
を
地
域
ぐ
る

み
で
お
手
伝
い
す
る
組
織
で
あ
る「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
の
輪
に
多
く
の

方
々
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

を
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

朝
の
登
校
時
間
や
下
校
時
間
に
大
き

な
ラ
ン
ド
セ
ル
と
た
く
さ
ん
の
荷

物
を
持
っ
た
小
学
生
た
ち
が
、
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
で
車
が
止
ま
る
の
を
待
っ

て
い
ま
す
。
車
を
止
め
て
渡
り
終
わ
る
の

を
待
っ
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て

振
り
返
り
一
生
懸
命
頭
を
下
げ
て
く
れ
ま

す
。
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
と
焦
っ
て
運
転

し
が
ち
で
す
が
、
一
旦
止
ま
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
る
と
、
自
然
と
心

が
落
ち
着
き
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
日
々
心

に
余
裕
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
を
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
ね
。(
お
て
ん
さ
ん
・
女
性
)

　

横
断
歩
道
上
で
歩
行
者
が
犠
牲
に
な
る

痛
ま
し
い
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま

た
、
横
断
歩
道
以
外
を
横
断
し
て
い
る
歩

行
者
や
自
転
車
な
ど
が
犠
牲
に
な
る
事
故

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
も
歩

行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
守
り

な
が
ら
常
に
周
囲
の
状
況
に
気
を
配
り
、

危
険
を
予
知
す
る「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」

が
重
要
で
す
。
運
転
手
の
ゆ
と
り
が
、
子

ど
も
を
事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

７
月
13
日
に
県
プ
ラ
で
開
催
さ
れ
た

「
鹿
屋
市
健
康
ま
つ
り
」
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
血
管
年
齢
測
定

で
は
、
実
年
齢
と
全
く
同
じ
年
齢
と
い
う

結
果
で
し
た
。
普
段
の
食
生
活
の
見
直
し

や
適
度
な
運
動
の
継
続
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
取
る
工
夫
な
ど
で
病
気
の
発
症
リ
ス

ク
を
抑
え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
最
近
は
、

病
気
の
早
期
発
見
早
期
治
療
だ
け
で
は
な

く
、
病
気
の
予
防
が
最
重
要
と
の
こ
と
で

す
。
家
族
全
員
で
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。(
寺
山
レ
ー
ザ
ー
さ

ん
・
男
性
)

　

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
21
周
年

開
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
鹿
屋
市
健
康
ま
つ

り
、
鹿
屋
市
歯
科
医
師
会
の
口こ

う
く
う腔

が
ん
健

診
が
同
時
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鹿
屋
市
健

康
ま
つ
り
で
は
全
身
反
応
時
間
測
定
や
足

指
力
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
を
行
い
、
楽

し
み
な
が
ら
自
分
の
体
を
確
認
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た

日
本
で
は
、
健
康
寿
命
を
延
伸
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
９

月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
の
で
、「
１

に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
」
を
合
言
葉
に
、
簡
単
な

こ
と
か
ら
皆
さ
ん
で
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に

１
回
の
健
診
も
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

月
に
和
牛
共
進
会
が
鹿
児
島
県
で

あ
る
と
の
こ
と
。
私
の
父
も
84
歳

で
亡
く
な
る
ま
で
、
牛
の
生
産
を
し
て
い

ま
し
た
。
牛
に
エ
サ
を
や
る
と
き
の
優
し

い
顔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
鹿
屋
農
業
高

校
の
畜
産
同
好
会
の
皆
さ
ん
が
２
頭
の
出

品
牛
の
育
成
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
是
非
日
本
一
の
座

を
獲
得
し
て
ほ
し
い
、
と
心
か
ら
応
援
し

て
い
ま
す
。(
ト
シ
チ
ャ
ン
さ
ん
・
女
性
)

　

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
呼
ば
れ
る

「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
通
称
：
全
共
）」。

鹿
児
島
県
代
表
は
、
前
回
大
会
で
団
体
優

勝
を
勝
ち
取
っ
て
お
り
、
今
大
会
で
は
連

覇
が
期
待
さ
れ
ま
す
。鹿
屋
農
業
高
校
は
、

今
回
の
全
共
か
ら
新
設
さ
れ
た「
高
校
及

び
農
業
大
学
校
の
部
」
に
出
品
で
き
る
よ

う
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。
全
共
に
お
い
て

鹿
屋
農
高
生
や
市
内
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん

の
汗
と
涙
と
愛
情
の
結
晶
が
、
そ
の
魅
力

を
思
う
存
分
発
揮
し
て
優
勝
を
勝
ち
取
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

10
フォトネタ !フォトネタ !
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皆さんからの

お便りを募集

V o i c e

〒 893-8501

  鹿屋市共栄町 20-1

　政策推進課

「読者のひろば」 係

  ☎ 0994-31-1123

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※ 掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

まだお持ちでない人へ

マイナンバーカードって、
何に使えるの？安全なの？

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
認
証
に
は
パ
ス
ワ
ー

ド
が
必
要

・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
一
定
回
数
間
違
う
と

カ
ー
ド
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
る

な
ど
万
全
の
安
全
対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

万
一
紛
失
・
盗
難
さ
れ
た
場
合
は
、
専
用

の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
、
一
時
的

に
利
用
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
☎

０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
の
使
用
以
外
に
も
、
そ

の
利
用
方
法
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
、
税
に
関
す
る
証
明
書
等
を
取
得

で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

で
、
初
め
て
の
医
療
機
関
等
で
も
特
定
健

診
情
報
や
こ
れ
ま
で
の
薬
の
処
方
履
歴
を

医
師
等
と
共
有
で
き
た
り
、
高
額
療
養
費

の
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
手
続
き
無

し
で
免
除
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
安
全

面
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

・
登
録
者
本
人
の
顔
写
真
で
な
り
す
ま
し

防
止

・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高

い
重
要
な
情
報
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い

◎マイナンバーカードの取得状況

対 象 交付率（令和４年7月末）

鹿屋市 43.82%

鹿児島県 43.78%

全国 45.91%

H31.4

10
0

20
30
40

R2.4 R3.4 R4.4

単位:％

50

H30.4

● ● ●
●

●

◎鹿屋市の交付率推移

　令和４年９月末までにマイナンバーカードの

交付申請をすれば、 カード取得後に「マイナポ

イント（最大２万円分）」 の申し込みができます。

カードの申請は、 市民課や各総合支所のほか、

随時設置している出張申請会場でも受け付け

ています。

▶マイナンバーカードの出張

申請会場など

Vol.400

８ ９ ３ ８ ５ ０ １

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

クイズの答え

広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください



ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ

✂キリトリ線
編 集 後 記

ども医療費を助成しています！ 問市子育て支援課　☎0994-31-1134子
市では、子どもの疾病を早期に発見して治療を

行えるよう、医療費の助成を行っています。

● 対象者 市内在住で、18 歳に達する日以後の最初

の３月 31 日までの子どもの保護者

● 助成金額 病院や薬局、歯科で保険証を提示し

て診療した自己負担金額

● 申請方法 ※医療機関で手続きが異なります。

○ 県内＝受診時に、医療機関等の窓口で受給資格

者証を提示し、自己負担額支払明細個票を提出

助成を受けるには登録が必要です！

　助成を受けるには受給資格の登録が必要で

すので、未登録の人は市子育て支援課に申請

書等を提出してください。

○ 県外＝保険点数が書かれた領収書を１か月分ご

とにまとめて、市子育て支援課又は各総合支所

住民サービス課に提出

●申請期限 受診日の翌月から６か月以内

月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医
鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

8月28日
 前田内科 本町 42-2175
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

9月  4日
 フクダ医院 寿３丁目 43-4191
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 せぐち整形外科 北田町 40-9200

11日
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

18日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

19日
 池田病院 下祓川町 43-3434
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 島成形外科医院 寿１丁目 43-2535

23日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

25日
 こだま共立クリニック 寿５丁目 43-2510
まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 音和クリニック 寿５丁目 36-8863

10月 2日
 中塩医院 西原１丁目 43-2489
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 小林クリニック 上谷町 41-0700

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
8月28日 ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
9月  4日 山路医院 東串良町池之原 63-2134
11日 花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379
18日 高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
25日 岩重医院 東串良町川東 63-8514

10月 2日 内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後 5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

９

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
8月28日 下浜歯科医院 川西町 41-5888
9月  4日 すみの歯科医院 寿３丁目 42-2959
11日 武田歯科医院 今坂町 44-1619
18日 高須歯科医院 高須町 47-2525
19日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
23日 中原歯科医院 西原１丁目 43-0088
25日 西の原歯科 打馬１丁目 40-4180

10月 2日 根木原歯科 札元１丁目 41-0750

４人で作っている広報誌。各コー

ナーで歴史・音楽・工学・文芸と

個性が出ます。そんな個性が合わ

さり、月数を重ねて今回400号。こ

れからもご愛読を。（久冨木）

0から学んで気が付けば今年で

広報３年目。高須町の刀舞は

100年以上続く伝統芸能だそう

な。広報誌も100年目指してまだ

まだ走り続けます！（櫛間）

0から作り出す難しさを広報編

集から感じます。合併からの

400号ですが「かのや市役所だよ

り」は昭和26年発行。歴史はまだ

続いていきます。（下曽山）

号数の多い市報に携わることが

できて、とても光栄です。94

歳で元気な自慢のおばあちゃんに

も届くといいなあと思って、特集を

がんばって作りました。（堂込）

400

Healthy LifeH

健

ふい

康

ら



木下製粉場鹿児島県鹿屋市野里町2805
TEL 0994-42-4332

椨葉（線香原料）、
椨畑買取します。

た　　ぶ

休耕地、管理が大変な
畑等もご相談ください。

〒899-8608 曽於市末吉町南之郷5001

交通事故

行政書士・代表 内　園　博　巳

良い解決法
を教えます。

行政書士民事法務研究センター
鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北 4878- イ

TEL:0994-24-4170

相談
・治療打ち切りになった
・無保険車との事故

TEL. 0994-42-3536

電話 0994-31-8444

ご相談・
お問い合わせ

鹿屋市古里町533（花岡学園前） HP ：hanaokasousai.com

葬儀
プランから

（例：22万円プランを17万円プランより）
※価格は税込表示

家族葬は花岡 たびだち会（お特な会員）
入会 5,000円

５万円引き
 －事前相談お越しください－

ご相談・
お問い合わせ

鹿屋市古里町533（花岡学園前）HP：hanaoka

ン

（例：22万円

葬儀
プラン

家族葬は花岡 だたびだ
会入

 －事前相談お越しください－
広告価格で葬儀代足りるの？

実は足りません。
他に費用がかかります。

だからこそ事前相談・会員制度
の活用をお勧めします。

　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱綜合印刷
☎ 0994-43-2093

広告 のひろば
毎月約 40,000 部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか ‼広報かのや広報かのや

27｜   Vol.400



　市の魅力を発信するシティセール
スとして、本市出身のお笑い芸人で
ある「サンシャイン池崎」さんが全力
で鹿屋をＰＲする動画が特設サイト
で公開中です。これを見ればさらに
ジャスティスな鹿屋が「イエェェェー
イ!!」になること間違いなし！

杉薫る木製バインダー＆ペン立て（５名様）Present
This Month's Gift

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～

※18 歳未満の方は、終映が19
時を過ぎる上映回には必ず保護
者同伴のうえ、ご入場ください。

～

プレゼント

クイズ

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや ☎0994-35-1001

特別割引券

◀MOVIE
　でかのや
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上映中 ～ 10/6 ㊍

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

ジュラシック・ワールド
新たなる支配者

　市民や次世代を担う子どもたちがもっと木材に親しんで
ほしいという想いで、大隅森林組合が地元企業と協力して
木製品を作成。自然な木肌の美しさや温もりは、使う人の
心を癒します。今回は、地元産杉を使用した「木製バイン
ダー＆ペン立て」セットを５名様にプレゼントします！

ese t 杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉

   応募期限
9/2727㊋

【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイズの答
えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せください。
応募者の中から抽せんで５名様にプレゼントします。
なお、当せん者の発表は、賞品引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。（８月号の答え：４つ）

Ｑ. ５年に１度開かれる和牛のオリンピック「第12回

 全国和牛能力共進会」の開催期間は？

「10月６日～○○日 」
　　※ ○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかにあ

ります。

　毎年旧暦の６月（現在の８月）に行われる
高須町八坂神社の祇園祭で舞われる伝統芸能が「刀舞
（かっなめ）」です。地域で100年以上受け継がれてき
た、五

ごこくほうじょう

穀豊穣や悪疫退散、子どもの健やかな成長を
願って舞う刀舞の様子をお楽しみください。

ジュラシック・ワールド／新たなる支配者
【日本語吹替版】
　29年続いた大人気恐竜映
画シリーズの「ジュラシッ
ク・パークシリーズ」。つい
に迎えた最終章では、過去シ
リーズから人気恐竜のほか
羽毛恐竜や地上最大の肉食
恐竜など新種恐竜も登場し
ます。大迫力のスクリーンに
描かれる衝撃のラストとは。

　   鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

60歳以上／1,200円

　   上映時間（146分）
　 ①10時～　 ②13時～

 ③16時～　 ④19時～

　   

　   


